
士幌町で行われているお祭りにも、私た
ちの商品を活用した交流を実施しました。

スイーツコンテストではお祭りの盛り上が
りにも貢献できたと思います。

管内中学校の宿泊研修プログラムを行
いました。アイスクリームづくり体験を通して、
士幌町の魅力をPRできたほかに、食育活動

としても貢献することができました。また、給
食事業では町内の小中学校に600食を提供

しています。
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【士幌町】

エゾシカを資源に！～食で広めるエゾシカの環～

開発した「志高のエゾシカレー」

士幌町内でエゾシカによる農作物の被害が増え
ているという話を農家の方から聞きました。シカ
肉自体はなじみがあり、栄養価も高いことは知ら
れていますが、消費量が少ないということに着目
し、「駆除したエゾシカ肉を食用として活用でき
れば地域の課題も解決できるのでは」と考え、エ
ゾシカの肉を使った食品開発を始めました。

士幌町内の猟友会からシカ肉の提供を受けて、
オリジナルのカレー「志高のエゾシカレー」を製
造し、試験販売を行いました。
オリジナルのレシピは、士幌町の道の駅の食堂

や町内のホテルのシェフなど、地元の方々からの
協力を得ながら作成しました。
積極的にPRできる場として、道の駅や帯広市内で

開催されるイベントなどに参加するとともに、消費者の
生の声を聞いて、商品の改善に繋げています。

【はじまりは？】

【おもな活動】

私たちは、エゾシカ肉を使用した食品開発を通
じて、エゾシカの捕獲の様子や解体作業を見学す
るなど、食材となるまでの過程も学びました。
地元の方々の協力を得て開発した「志高のエゾ

シカレー」は、令和４年度にジビエコンテストへ
の参加、令和５年度に大阪の阪急百貨店で開催さ
れた北海道物産店に出品するなど、エゾシカ肉を
多方面にPRすることができました。
現在は、「鹿肉のしぐれ煮」を開発中で、「高

齢者への栄養補給として、介護施設などへ提供で
きれば」との思いで商品開発を進めています。

【ここが自慢】
【エゾシカ肉の更なる商品開発を進めます】

イベントでの販売会


